
Topicks

発行：錦江町議会
編集：議会報編集委員会
〒893-2392
鹿児島県肝属郡錦江町城元 963番地
☎（0994）22-3045〔直通〕

平
成
31
年
度 

一
般
会
計
65
億
１
８
２
９
万
７
千
円
を
可
決 わくわくドキドキ１年生！

2019年 No.57
３月定例会

Pick
UP

平成 31年度予算	 2 ～ 4 ㌻
３月定例会	 5 ～ 8㌻
中間報告・意見交換会	 9 ㌻

所管事務調査	 10 ～11 ㌻
一般質問	 12 ～15 ㌻

議 会 だ よ り



　
平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
予
算
及
び
６
つ
の
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
11
人
）
を
設
置
し
、

そ
れ
ぞ
れ
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、92
億
７
４
９
９	

万
２
千
円
に
な
り
ま
す
。

　

町
税
は
、
６
億
２
７
４
１
万
１
千

円
で
１
０
８
１
万
８
千
円
の
減
額
で

す
。

　

地
方
交
付
税
は
29
億
４
４
４
５	

万
円
で
１
０
１
万
７
千
円
の
減
額
、

国
庫
支
出
金
は
４
億
４
３
９
０
万

円
で
３
２
２
８
万
５
千
円
の
減

額
、
県
支
出
金
は
７
億
９
９
１
３	

万
４
千
円
で
３
億
１
０
５
８
万	

５
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　

町
債
（
借
入
金
）
は
、
７
億	

８
４
１
０
万
円
で
９
億
１
８
４
０
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
主
な
新
規
事

業
は
、
空
き
家
再
生
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
や
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事

業
、
公
営
塾
運
営
委
託
な
ど
が

あ
り
、
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
の

建
設
が
終
了
す
る
こ
と
で
、
前

年
度
よ
り
約
６
億
２
０
０
０
万

円
の
減
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
央
公
民
館
の
解

体
と
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
外
構

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
家
屋
全
棟
調
査
業

務
委
託
や
か
ご
し
ま
国
体
に
向

け
た
プ
レ
大
会
な
ど
の
実
施
に

要
す
る
経
費
、
小
児
科
遠
隔
健

康
相
談
業
務
委
託
な
ど
、
子
育

て
支
援
に
も
引
き
続
き
力
を
入

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
環
境
保
全
監
の

採
用
に
よ
り
、
国
が
進
め
る
新

た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
を
実

行
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
規
事
業
に

着
手
し
な
が
ら
、
昨
年
度
ま
で

の
事
業
の
見
直
し
も
図
り
、
よ

り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
な
う

た
め
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
４
ペ
ー
ジ
で
も
、
事

業
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。

平成31年度

予算

平成 31年度各会計当初予算額
会　　　　　計　　　　　名 当初予算額 前年度比

一　　　　般　　　　会　　　　計 65億 1,829 万 7千円 △ 6億 1,595 万 8千円

特　
　
別　
　
会　
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 12億 5,958 万 8千円 △ 8,844 万円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1億 3,115 万 2千円 353万 6千円

介護保険事業（保険事業勘定） 12億 1,410 万 9千円 161万 1千円

介護保険事業（サービス事業勘定） 906万 6千円 △ 47万 7千円

簡 易 水 道 事 業 1億 1,175 万 7千円 △ 837万 4千円

農 業 集 落 排 水 事 業 3,102 万 3千円 324万 2千円

合　　　　　　　　計 92 億 7,499 万 2千円 △ 7億 486万円

前
年
度
よ
り
７
億
４
８
６
万
円
の
減
額

歳  

入

歳  
出
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平成31年度 一般会計当初予算は

65億1,829万7千円（　　　　　）対前年度比
8.6％の減

１．人件費
　議員報酬や町長・職員等の給与、社会保険料など

２．物件費
　消耗品費、燃料費、通信運搬費、手数料、備品購入
費、使用料など

３．維持補修費
　道路、建物などの修繕費

４．扶助費
　児童手当、子ども医療費助成、介護福祉タクシー助
成等の助成金など

５．補助費等
　国・県、各種団体等への負担金や各種団体等への補助
金など

６�．投資的経費（普通建設事業費・災害復旧事業費）
　道路の新設改良工事費や災害復旧工事費、公有財産
購入費など

７．公債費
　町の長期借入金等への返済金

８．積立金
　基金への積立て

９．繰出金
　簡易水道事業や国民健康保険事業等の特別会計への繰出金

歳出グラフ（性質別）の主な内容

自主財源
20.1％

依存財源
79.9％

義務的経費
47.1％

投資的経費
19.2％

その他の
経費
33.7％

人件費
12億7,588万6千円
　　（19.6％）

扶助費
8億9,541万5千円
　　（13.7％）

公債費
9億187万1千円
　　（13.8％）

物件費
8億2,169万9千円
　　（12.6％）

補助費等
8億6,044万6千円
　　（13.2％）

普通建設事業費
12億5,014万8千円
　　（19.2％）

繰出金
3億9,788万5千円

（6.1％）
維持補修費
6,506万円（1.0％）
出資金及び貸付金
１千円（0.0％）

積立金
3,987万3千円（0.6％）

予備費
1千万円（0.2％）

災害復旧事業費
1万3千円（0.0％）

町税
6億2,741万1千円（9.6％）

地方交付税
29億4,445万円
　　　（45.2％）

町債
7億8,410万円（12.0％）

地方譲与税など
2億3,407万円（3.6％）

県支出金
7億9,913万4千円（12.3％）

国庫支出金
4億4,390万円（6.8％）

町民税 2億2,078万8千円
固定資産税 3億1,497万2千円
軽自動車税 3,289万円
市町村たばこ税 5,874万9千円
鉱産税 1千円
特別土地保有税 1千円

分担金及び負担金
3,110万6千円（0.5％）
繰入金・繰越金
4億2,089万7千円（6.5％）
財産収入・使用料及び手数料等
2億3,322万9千円（3.5％）

・町民一人あたりの町税額

83,946円
・町民一人あたりに使われるお金

872,130円
（平成31年4月1日現在人口=7,474人）

歳出歳入
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平
成
31
年
度
各
会
計
当
初

予
算
が
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
現
地
調
査
を

含
め
、
３
月
５
日
か
ら
８
日
の

４
日
間
に
わ
た
っ
て
審
査
を

行
な
い
、
全
７
会
計
を
原
案
可

決
し
ま
し
た
。

　

予
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

前
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
で
は
、
主
な
新
規
事

業
等
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

防犯カメラ設置
219万 9千円

　犯罪や事故の予防、認知症等による行方不明
者の捜索等に運用することを目的として、町内
の拠点箇所に設置します。

家屋全棟調査業務委託
2,932 万 8千円

　30年度から32年度までの3年間で、
町内にある家屋の調査をし、家屋台帳
の整備を行ないます。

消防ポンプ車、小型動力ポンプ購入
	 　2,574 万 5千円
　川原分団の消防ポンプ車と小型動力ポンプの
更新を行い、消防機能の強化を図ります。

特産品ブランディング事業業務委託
	 　1,021 万円
　経営セミナーの開催や先進的な取組みを実践す
る事業者との交流を通じて、農林漁業者や加工業
者等の経営力向上に取り組みます。

総合交流センター外構整備工事
	 　8,500 万円
　総合交流センターの完成に伴い、中央公民館
の解体と駐車場など外構整備を行います。

かごしま国体錦江町実行委員会補助金
	 　3,616 万 4千円
　48年ぶりに開催される「燃ゆる感動かごしま
国体」に向け、本年度のプレ大会と来年度の本大
会に向けた取り組みを行っていきます。

高速インターネット網整備負担金
	 　6,908 万円
　池田地区において、高速通信インターネットの
充実を図るため光ファイバーケーブルを敷設する
もので、町内のほぼ全域でサービスが展開される
ようになります。

空き家再生リフォーム工事
830万円

　空き家２棟をリノベーションし、新たな空き
家の活用策のモデル事業として、宿泊施設やス
モールビジネスの活用策を展開していきます。

瀬戸山防火水槽新設工事	 1,500 万円
　住宅密集地における防火水利として、地震に
よる消火栓水道管の破損や排水路の水量不足を
考慮し、設置するものです。

公営塾運営委託	 300 万円
　これまで夏休みや冬休みなどにパソコン等を活
用した遠隔授業の実証実験の結果、学習成果が顕
著であることから、ふるさと納税を活用した常設
の公営塾を設置します。

主な新規事業等（抜粋）

瀬戸山防火水槽新設予定地で説明を受ける様子

予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
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個
人
情
報
の
定
義
が

明
確
化
さ
れ
ま
し
た

　

個
人
情
報
の
定
義
の
明
確

化
、
要
配
慮
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
適
切
な
個
人
情
報
保
護

対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
個
人

情
報
保
護
条
例
が
全
部
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

非
常
勤
職
員
の
報
酬
額
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
30
年
人
事
院
勧
告
及

び
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
に
伴
い
、
そ
の
他
の
非

常
勤
職
員
の
報
酬
額
が
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

公
益
法
人
等
へ
職
員
を
派
遣

す
る
際
の
条
例
を
制
定
し
ま

し
た

　

錦
江
町
社
会
福
祉
協
議
会

へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
し

て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
で
す
。

布
設
工
事
監
督
者
・
水
道
技
術

管
理
者
の
資
格
要
件
を
整
理

し
ま
し
た

　

技
術
士
法
施
行
規
則
の
改

正
に
伴
い
、
布
設
工
事
監
督

者
・
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格

要
件
を
整
理
す
る
も
の
で
す
。

錦
江
町
振
興
開
発
調
査
会
の

委
員
定
数
や
選
任
方
法
が
変

わ
り
ま
し
た

　

振
興
開
発
調
査
会
委
員
の

定
数
が
「
30
名
以
内
」
か
ら

「
12
名
以
内
」
に
変
わ
り
、
選

任
委
員
の
対
象
者
に
「
町
民
の

代
表
」
な
ど
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

宿
利
原
巡
回
診
療
所
の
位
置

が
変
わ
り
ま
し
た

　

宿
利
原
学
習
セ
ン
タ
ー
再

編
事
業
に
伴
い
、
宿
利
原
巡
回

診
療
所
の
位
置
が
次
の
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

改
正
前

　

�

錦
江
町
神
川
７
２
０
４

番
地
14

⬇

改
正
後

　

�

錦
江
町
神
川
７
２
５
８

番
地
１

敬
老
金
の
額
が
変
わ
り
ま
し
た

　

満
75
歳
の
方
に
長
寿
祝
い

金
と
し
て
支
給
す
る
敬
老
金

が
１
万
円
か
ら
５
千
円
に
変

わ
り
ま
し
た
。

錦
江
町
課
等
設
置
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

南
隅
地
域
の
医
療
、
介
護
に

関
す
る
こ
と
を
政
策
企
画
課

の
分
掌
事
務
に
追
加
し
ま
し

た
。

錦
江
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た

　

災
害
援
護
資
金
が
月
賦
償

還
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
連
帯

保
証
人
の
必
要
義
務
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

錦
江
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

職
員
の
時
間
外
勤
務
命
令

の
上
限
時
間
等
を
規
定
す
る

も
の
で
す
。
月
に
45
時
間
以

内
、
年
に
３
６
０
時
間
以
内
と

な
り
ま
す
。

錦
江
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
か
ら
「
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長
の
職
」
を
削
除
し
ま

し
た

　

錦
江
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長
の
廃
止
に
伴
う
も

の
で
す
。

　
平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
20

日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、当
初
予
算
７
件
、補
正
予
算
８
件
、

条
例
制
定
２
件
、
条
例
改
正
17
件
、
変
更
契
約
１
件
、

同
意
１
件
等
を
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
名
の
議

員
が
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

３月定例会条
　
例

改　　正　　前
日　額 時間額

8,620 円以内 870円以内

改　　正　　後
日　額 時間額

8,640 円以内 880円以内
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錦
江
町
宿
利
原
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ
れ
ま

し
た

　
「
宿
利
原
診
療
所
」、「
宿
利

原
分
団
詰
所
」
が
集
約
化
さ
れ

た
施
設
が
新
設
さ
れ
、
使
用
時

間
、
使
用
料
な
ど
が
規
定
さ
れ

ま
し
た
。

錦
江
町
宿
利
原
学
習
セ
ン

タ
ー
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

　

錦
江
町
宿
利
原
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
神
川

の
使
用
料
を
整
理
し
ま
し
た

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
神

川
の
１
時
間
当
た
り
の
使
用

料
を
研
修
室
２
０
０
円
、
調
理

室
３
５
０
円
な
ど
施
設
区
分

を
明
確
化
し
、
使
用
料
を
整
理

し
ま
し
た
。

錦
江
町
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

新
設
さ
れ
ま
し
た

　
「
保
健
・
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
」、

「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」、「
防
災

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
構
成

さ
れ
る
施
設
が
新
設
さ
れ
、
使

用
時
間
、
使
用
料
な
ど
が
規
定

さ
れ
ま
し
た
。

錦
江
町
公
民
館
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

錦
江
町
中
央
公
民
館
の
施

設
機
能
を
錦
江
町
総
合
交
流

セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
基

礎
額
が
変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

算
定
基
礎
と
な
る
資
産
割
額

を
引
き
下
げ
、
均
等
割
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
隅
定
住
自
立
圏
形
成
協
定

の
内
容
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

　

鹿
屋
市
と
の
間
で
締
結
し

た
協
定
が
、
大
隅
圏
域
の
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
に
内
容
が
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

奨
学
金
貸
付
金
の
債
権
を
放

棄
し
ま
し
た

　

奨
学
金
の
債
権
（
１
名
分
・

７
万
５
千
円
）
が
10
年
の
時
効

期
間
を
経
過
し
た
た
め
、
債
権

を
放
棄
し
ま
し
た
。

錦
江
町
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
請
負
変
更
契
約
が

締
結
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
30
年
４
月
27
日
臨
時

議
会
で
議
決
し
た
錦
江
町
総

合
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て
、
基
礎
周

辺
の
埋
戻
用
土
運
搬
及
び
管

内
給
水
工
事
の
工
種
変
更
が

生
じ
た
た
め
の
、
変
更
契
約
で

す
。

●
契
約
金
額

変
更
前

　
10
億
４
０
０
４
万
円

⬇

変
更
後

　
10
億
３
９
４
５
万
５
千
円

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

同
意
し
ま
し
た

　

教
育
委
員
の
任
期
が
、
平
成

31
年
４
月
28
日
を
も
っ
て
満

了
し
た
た
め
、
南
園
高
樹
さ
ん

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

任
期
は

　

平
成
31
年
４
月
29
日
か
ら

　

平
成
35
年
４
月
28
日
ま
で

で
す
。

契
　
約

同
　
意

協
定
変
更

権
利
放
棄

南園　高樹 さん
（上柴立自治会）
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議案に対する各議員の賛否状況
　平成 31年第１回　定例会（３月議会）

議案番号 案件名
（主な内容等）

賛否の結果
厚
ヶ
瀨

浪
瀨

染
川

池
迫

池
田

川
越

笹
原

小
吉

中
野

右
田

馬
込

水
口

議案第 1 号 平成 30 年度錦江町一般会計補正予算（第 12 号） 簡易表決で可決

議案第 2 号 平成 30 年度錦江町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 簡易表決で可決

議案第 3 号 平成 30 年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 簡易表決で可決

議案第 4 号 平成 30 年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算 
（第２号） 簡易表決で可決

議案第 5 号 平成 30 年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予算 
（第１号） 簡易表決で可決

議案第 6 号 平成 30 年度錦江町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 簡易表決で可決

議案第 7 号 平成 30 年度錦江町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 簡易表決で可決

議案第 8 号 鹿屋市との間において締結した大隅定住自立圏形成協定の変更 簡易表決で可決

議案第 9 号 錦江町個人保護条例 簡易表決で可決

議案第10号 錦江町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第11号 錦江町公益的法人等への職員の派遣等に関する条例 簡易表決で可決

議案第12号 錦江町布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管
理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第13号 錦江町振興開発調査会設置条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第14号 錦江町へき地診療所条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第15号 錦江町敬老金支給に関する条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第16号 錦江町課等設置条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第17号 錦江町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第18号 錦江町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正
する条例 簡易表決で可決

議案第19号 権利の放棄 簡易表決で可決

議案第20号 平成 31 年度錦江町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○

議案第21号 平成 31 年度錦江町国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○

議案第22号 平成 31 年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○

議案第23号 平成 31 年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○

議案第24号 平成 31 年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計
予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○

議案第25号 平成 31 年度錦江町簡易水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○

議案第26号 平成 31 年度錦江町農業集落排水事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○

議案第27号 平成 30 年度錦江町一般会計補正予算（第 13 号） 簡易表決で可決

議案第28号 錦江町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第29号 錦江町宿利原地域コミュニティセンターの設置及び管理に関する
条例 簡易表決で可決

議案第30号 錦江町学習センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例 簡易表決で可決

議案第31号 錦江町地域活性化拠点の設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例 簡易表決で可決

議案第32号 錦江町総合交流センターの設置及び管理に関する条例 簡易表決で可決

議案第33号 錦江町公民館条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第34号 錦江町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第35号 平成 30 年度錦江町総合交流センター建設工事請負変更契約の締結 簡易表決で可決

同意第 1 号 教育委員会委員の任命 簡易表決で可決

※�賛否の表示は、起立採決又は記名投票により、○賛成、●反対となっています。
※�簡易表決とは、あらかじめ議員全員の賛成が見込まれる場合に、議長が賛成者の起立を求めず、「異議ありませんか」
と諮ることにより賛否を問う採決方法です。
※議長には、表決権がありません。
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小学校非構造部材耐震化事業8,880万1千円など可決
　一般会計・特別会計の８補正予算を原案のとおり可決しました。各補正予算の主なものは、次の
ようなものです。

合併処理浄化槽設置事業補助金
△ 1,368 万 2千円

設置基数の見込減

小学校非構造部材耐震化事業
8,880 万 1千円

宿利原小学校	 4,750 万 2千円
池田小学校	 4,129 万 9千円

公債費	 △ 1,567 万 4千円
長期債利子償還金

プレミアム商品券準備経費
139 万 4千円

事務補助員報酬、システム改修負担金等

障害福祉サービス費	 1,400 万円
利用者の増

農業次世代人材投資事業補助金
△ 1,316 万 4千円

青年就農給付金（経営開始型）の給付見
込減

繰出金	 △ 1,333 万 1千円
国民健康保険事業臨時繰出金

一般会計

レセプト・診療所業務嘱託員報酬
△ 115万 8千円

管理栄養士不在　６ヶ月分

国民健康保険事業

後期高齢者医療広域連合納付金
△ 165万円

保険基盤安定分担金

後期高齢者医療事業

予備費	 △ 584万 1千円

予算調整のための減

繰出金	 177 万 1千円

一般会計への繰出金

介護予防事業負担金	 △ 30万 1千円

肝属郡医師会への負担金

介護保険事業（サービス事業勘定）
介護サービス等諸費	 2,668 万 9千円

施設介護サービス給付費等

介護保険事業（保険事業勘定）

水道消費税	 △ 50万 6千円

中間納付の見込減

簡易水道事業
修繕料	 △ 60万 9千円

浄化センター資材等修繕

農業集落排水事業
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議
会
基
本
条
例
を
議
会
運
営
の

基
本
規
範
と
し
て
位
置
づ
け
、
開

か
れ
た
議
会
、
町
民
参
加
の
議
会
、

存
在
感
の
あ
る
議
会
、
信
頼
さ
れ

る
議
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
議
会
改
革
に
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
の
調
査
で
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●�

議
会
報
告
会
で
出
さ
れ
た
消
防

後
援
会
費
の
統
一
の
要
望
に
つ

い
て
、
錦
江
町
連
合
消
防
後
援

会
長
へ
文
書
で
検
討
を
依
頼

●
日
曜
議
会
の
継
続

●�

城
元
地
区
公
民
館
と
の
意
見
交

換
会
の
実
施

●�

「
障
が
い
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
と
社
会
活
動
に
つ
い
て
」、

「
商
店
街
の
再
生
事
業
の
取
組

み
に
つ
い
て
」
議
員
が
自
ら
行

う
研
修
・
調
査
の
実
施

　

今
後
も
こ
れ
ら
の
こ
と
を
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
、
特
定
事

件
の
調
査
活
動
に
つ
い
て
な
ど
、

目
的
達
成
の
た
め
に
、
積
極
的
な

活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

総
合
戦
略
の
推
進
の
過
程
に
お

け
る
情
報
収
集
、
調
査
・
研
究
を

行
い
、
活
力
に
あ
ふ
れ
た
地
方
の

創
生
に
取
り
組
む
た
め
の
調
査
で

す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●�

公
募
先
進
地
派
遣
型
合
同
研

修
に
お
い
て
北
海
道
ニ
セ
コ
町

を
調
査

●�

町
内
事
業
者
の
従
業
員
全
国

公
募

●
大
学
等
と
の
連
携

●�

移
住
・
定
住
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加

●�

子
ど
も
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

小
児
科
・
産
婦
人
科
オ
ン
ラ

イ
ン
の
実
施

な
ど
で
す
。

多くの方にご参加いただき、たくさんの貴重なご意見
をいただきました。

議
会
改
革
推
進
会
議

調
査
特
別
委
員
会

地
方
創
生
ま
ち
づ
く
り

調
査
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
の
中
間
報
告

　

平
成
31
年
２
月
15
日
、
城
元

地
区
公
民
館
と
意
見
交
換
会
を

行
な
い
、
31
名
の
方
に
お
集
ま

り
を
い
た
だ
き
、
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

意
見
交
換
会
で
の
意
見
・
要

望
と
そ
れ
に
対
す
る
回
答
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
す
。

🆀�　

防
波
堤
の
嵩
上
げ
や
沖

の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
積
み
上

げ
等
の
対
策
を
早
急
に
実
現

し
て
ほ
し
い
。

🅐　
今
後
県
に
要
望
す
る
。

🆀�　

京
町
自
治
会
の
緑
地
帯

清
掃
を
町
か
ら
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
委
託
で
き
な

い
か
。

🅐�　

町
道
は
建
設
課
の
予
算

内
で
検
討
す
る
が
、
作
業
回

数
に
よ
る
予
算
の
制
約
も
あ

る
の
で
、
自
治
会
長
か
ら
申

し
出
て
い
た
だ
き
た
い
。

🆀�　

空
き
家
に
対
し
て
町
と
し

て
何
か
で
き
な
い
か
。

🅐�　

町
の
空
き
家
に
関
す
る
制

度
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

🆀�　

城
ヶ
崎
三
叉
路
の
三
角
地

の
花
壇
を
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に

替
え
ら
れ
な
い
か
。

🅐�　

当
分
は
花
壇
と
し
て
利
用

す
る
。

🆀�　

街
路
灯
を
上
か
ら
照
ら
す

も
の
に
変
え
ら
れ
な
い
か
。

🅐�　

今
後
も
県
・
町
・
警
察
な

ど
各
方
面
に
要
望
を
挙
げ
て

い
く
。

　

こ
の
他
に
、
特
産
品
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
や
神
川
海
岸
砂

浜
の
影
絵
に
つ
い
て
の
質
問
や

意
見
を
い
た
だ
き
、
有
意
義
な

意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
懇
親
会
が
行
な
わ

れ
、
城
元
地
区
公
民
館
と
の
交

流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
会
と
の
意
見
交
換
会
を

希
望
さ
れ
る
団
体
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
議
会
事
務
局
へ
申
込

用
紙
が
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
直
接
申
し
込
む
か
、
メ
ー

ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
自

治
会
若
し
く
は
町
内
の
団
体
に

限
り
ま
す
。）

城
元
地
区
公
民
館
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
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中
学
校
跡
地
の
管
理
状
況
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

文
教
産
業
常
任
委
員
会

Ｑ
ネ
イ
チ
ャ
リ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
が
あ
っ

た
が
、今
後
、実
施
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。

Ａ
こ
の
事
業
に
限
ら
ず
、
何
ら
か
の
利
用
の
申
し
出
が

あ
っ
た
場
合
に
は
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
維
持
管
理
に

努
め
て
い
る
。

Ｑ
旧
大
原
中
学
校
の
校
旗
の
扱
い
に
つ
い
て
、
も
う
少
し

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
他
の
閉
校
し
た
中
学
校
に
つ

い
て
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
他
の
学
校
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
な
い
、
保
管
の
方
法

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

所管事 務調査 　

校
舎
の
利
用
に
つ
い
て
、
平

成
23
年
度
か
ら
の
過
去
７
年
間

の
利
用
状
況
が
示
さ
れ
、
神
川

地
区
と
大
原
地
区
に
つ
い
て
は

平
成
23
年
度
に
人
口
減
少
の
た

め
閉
校
と
な
っ
た
中
学
校
を
利

用
し
、
地
域
社
会
と
の
協
働
に

よ
り
周
囲
の
豊
富
な
自
然
・
農

業
・
文
化
資
源
を
活
用
し
た
６

次
産
業
的
仕
事
づ
く
り
を
目
指

す
、
12
か
月
の
コ
ー
ス
で
「
社

会
的
ア
グ
リ
・
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ

ス
科
」
が
文
部
科
学
省
の
ネ
イ

チ
ャ
リ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
り
開
講
さ
れ
、
８
名
の
受
講

生
が
３
名
の
講
師
の
も
と
で
利

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
川
地
区
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
度
ま
で
「
書
の
教
室
」

で
利
用
さ
れ
、
平
成
29
年
度
か

ら
は
「M

IRA
I

」
協
議
会
の

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
モ
デ
ル

事
業
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

池
田
地
区
は
、
平
成
23
年
度

に
青
年
団
活
動
と
平
成
27
年
度

に
国
民
文
化
祭
関
係
の
音
楽
練

習
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宿
利
原
地
区
は
、
平
成
23
・

24
年
度
に
英
語
教
室
、
平
成
27

年
度
に
国
民
文
化
祭
関
係
の
音

楽
練
習
、
平
成
28
年
度
か
ら
は

宿
利
原
学
習
セ
ン
タ
ー
再
編
事

業
の
準
備
協
議
会
で
利
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

大
原
地
区
は
平
成
23
・
24
年

度
の
ネ
イ
チ
ャ
リ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど

利
用
が
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
体
育
館
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
平
成
29
年
度
の
３
か
年
に
つ

い
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
川
地
区
は
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
剣
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、夏
祭
り
、

法
令
講
習
な
ど
で
の
利
用
が
あ

り
ま
し
た
。

　

池
田
地
区
は
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、雨
天
時
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

法
令
講
習
な
ど
で
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
隣
接
す
る
林
業
セ

ン
タ
ー
の
利
用
と
分
散
さ
れ
、

体
育
館
の
雨
漏
り
の
た
め
林
業

セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
多
い
よ
う

で
す
。

　

宿
利
原
地
区
は
サ
ッ
カ
ー
ス

ク
ー
ル
、
錬
心
舘
空
手
な
ど
の

利
用
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近

は
宿
利
原
小
学
校
の
利
用
が
多

く
、
利
用
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

大
原
地
区
に
つ
い
て
利
用

は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

管
理
状
況
は
、
通
常
の
利
用

の
場
合
は
利
用
団
体
に
お
い
て

使
用
後
に
清
掃
を
実
施
し
、
校

庭
や
敷
地
周
辺
は
４
地
区
公

民
館
が
年
２
回
程
度
行
っ
て
お

り
、
利
用
の
な
い
施
設
に
つ
い

て
は
年
に
２
回
程
度
点
検
し
、

風
通
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
消

防
設
備
点
検
を
年
１
回
実
施

し
て
お
り
、
し
尿
浄
化
槽
は
維

持
管
理
業
務
を
委
託
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
宿
利
原
地
区
の
み

地
区
の
水
道
を
利
用
し
て
い
る

た
め
、
教
育
課
で
年
１
回
水
質

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
、
主
に

旧
校
舎
に
つ
い
て
、
団
体
活
動

や
個
人
活
動
な
ど
地
域
学
校
協

働
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ

れ
る
よ
う
、
特
に
地
区
公
民
館

へ
の
利
用
を
促
す
た
め
に
、
周

知
案
内
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
。

　
旧
大
原
中
学
校
及
び
旧
池
田
中
学
校
の
管
理
状
況
に
つ
い
て

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
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こ
れ
か
ら
も
施
設
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
管
理
経
費
が
か

か
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
地
区

学
習
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
利
用

推
進
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

企
業
誘
致
を
含
め
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
利
用
し
た
学
校
跡

地
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
提
言

し
ま
す
。

調
査
結
果
を

踏
ま
え
て

所管事 務調査
Ｑ
旧
大
原
中
学
校
は

３
、４
年
利
用
さ
れ

て
い
な
い
状
態
で
あ
る
が
、

今
後
も
こ
の
ま
ま
管
理
だ
け

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
利
用
は
、

な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
光
通
信
も
利
用
で

き
る
状
況
で
、
施
設
も
よ
い

状
態
で
あ
る
の
で
、
企
業
誘

致
な
ど
に
つ
な
が
る
よ
う
今

後
も
維
持
管
理
に
努
め
て
い

き
た
い
。

旧大原中学校の教室

育
館
を
中
心
に
利
用
し
て
い
ま

す
。
校
庭
の
ほ
と
ん
ど
に
つ
い

て
は
、
市
が
管
理
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
栽
培
時
期
は
、

気
温
が
18
℃
以
上
に
な
る
５
月

位
か
ら
の
栽
培
に
な
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

株
式
会
社
農
栄
は
、
自
社
で

の
栽
培
及
び
農
家
か
ら
仕
入

れ
た
紅
は
る
か
を
洗
浄
し
、
全

品
青
果
用
と
し
て
出
荷
し
て
お

り
、校
舎
及
び
体
育
館
を
選
果
、

洗
浄
施
設
及
び
貯
蔵
庫
に
改
修

し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

校
庭
に
も
貯
蔵
施
設
を
整
備
す

る
予
定
に
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て

は
、
障
害
者
施
設
と
の
農
福
連

携
に
よ
り
選
別
作
業
を
施
設
の

方
が
行
っ
て
お
り
、
市
が
進
め

て
い
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
地
域
の
活
性
化
な
ど
地
域
と

の
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
「
わ
が
町
の
学
校

跡
地
に
つ
い
て
は
、
道
路
事
情

な
ど
立
地
条
件
が
悪
い
の
で
民

間
業
者
の
進
出
は
、
な
か
な
か

厳
し
い
の
で
は
な
い
か
。」、「
学

校
跡
地
の
情
報
発
信
が
足
り
な

い
の
で
は
な
い
か
。」、「
宿
利

原
は
地
区
で
話
し
合
っ
て
、
学

校
跡
地
の
活
用
の
在
り
方
を
進

め
て
き
た
。
民
間
企
業
が
進
出

す
る
こ
と
は
よ
い
こ
と
で
あ
る

が
、
や
は
り
町
が
か
か
わ
っ
て

い
く
活
用
の
方
が
良
い
と
感
じ

た
。」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
学
校
跡
地
で
の
利
活
用
事
例
と
し
て
鹿
屋
市
輝
北
町
市
成
の

高
尾
小
学
校
跡
で
キ
ク
ラ
ゲ
の
菌
床
栽
培
を
行
っ
て
い
る
株
式

会
社
タ
ケ
及
び
鹿
屋
市
輝
北
町
下
百
引
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
貯
蔵
、

洗
浄
、
出
荷
を
行
っ
て
い
る
株
式
会
社
農
栄
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
で
は
、
閉
校
し
た
学

校
11
か
所
の
う
ち
６
カ
所
が
活

用
さ
れ
て
お
り
、
農
林
業
関
係

の
民
間
の
会
社
が
活
用
し
て
い

る
２
カ
所
を
、
今
回
調
査
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

株
式
会
社
タ
ケ
は
、
キ
ク
ラ

ゲ
の
菌
床
栽
培
を
、
当
初
は

校
舎
を
使
っ
て
行
う
予
定
で
し

た
が
、
水
道
の
漏
水
の
た
め
体

サツマイモの洗浄施設として使われている体育館
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３
月
定
例
会
で
は
、
４
名
の
議
員
よ
り

一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

※
質
問
及
び
答
弁
に
つ
い
て
は
、
要
旨
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

地
震
に
よ
る
津
波
被
害
に

備
え
る
た
め
に
、
沿
岸
部

の
自
治
会
と
協
議
を
行
な
い
、
実

際
の
避
難
訓
練
を
最
低
で
も
１
回

は
し
て
お
く
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

関
係
す
る
自
治
会

と
実
施
に
向
け
て
協
議
し

た
い
。

海
抜
は
富
士
見
前
が
14
ｍ
、

河
上
神
社
前
で
17
ｍ
、
中

西
が
19
ｍ
だ
が
、
ど
こ
ま
で
を
最

初
の
安
全
地
帯
と
考
え
る
か
。

町
長　

河
上
神
社
前
が
17

ｍ
あ
る
の
で
大
丈
夫
だ
と

考
え
る
。

高
齢
者
や
足
の
不
自
由
な

方
へ
の
救
助
活
動
が
重
要

だ
と
考
え
る
が
、
対
策
や
周
知
は

十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

現
在
災
害
時
の
要

支
援
者
の
リ
ス
ト
を
作
成

中
。
訓
練
を
重
ね
な
が
ら
避
難
方

法
等
を
検
討
す
る
。
避
難
訓
練
を

計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
よ
う
指

導
し
て
い
き
た
い
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
５

つ
程
各
分
団
に
配
置
す
る

考
え
は
。

町
長　

必
要
性
に
応
じ
て

可
能
な
範
囲
で
整
備
を
し

て
い
き
た
い
。

関
係
す
る
自
治
会
と
実
施
に
向
け
て

協
議
し
て
い
き
た
い 津波対策

池田 行德 議員

津
波
に
備
え
て
避

難
訓
練
を
実
施
す

る
考
え
は
な
い
か

河上神社前は海抜約17ｍです

照葉樹の森・稲尾岳ビジターセンター
では工作教室を開催しています。

文
化
祭
で
鉢
物
や
木
工
作
品

の
展
示
が
見
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
る
が
、
町
民
全
体
に
呼
び

か
け
て
増
や
す
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　

鉢
物
や
木
工
作

品
の
出
品
が
最
近
な
い
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
が
、
年
々
展
示

物
の
内
容
が
変
化
し
て
お
り
、
種

類
が
増
え
て
き
て
い
る
。
今
後
も

町
民
へ
広
く
呼
び
か
け
、
実
施
し

た
い
。

生
涯
学
習
講
座
に
鉢
物
や

木
工
を
取
り
入
れ
る
考
え

は
な
い
か
。

教
育
長　

町
民
の
希
望
や

講
師
の
存
在
の
有
無
に
応

じ
て
可
能
で
あ
れ
ば
進
め
た
い
。

文
化
祭
の
中
で
照
葉
樹
の

森
・
稲
尾
岳
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
工
作
を
教
え
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
考
え
は
な
い

か
。

教
育
長　

文
化
祭
実
行
委

員
会
と
協
議
し
て
可
能
性

が
あ
れ
ば
進
め
た
い
。

書
道
な
ど
の
コ
ピ
ー
に
よ

る
小
さ
な
作
品
は
原
寸
で

の
展
示
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

多
く
の
児
童
生

徒
の
作
品
を
展
示
す
る
た

め
、
各
学
校
で
工
夫
し
て
い
る
。

町
文
化
協
会
や
文
化
祭
実
行
委
員

会
と
協
議
を
進
め
た
い
。

町長

生涯学習

文
化
祭
に
鉢
物
や
木
工
作
品
な
ど

の
展
示
を
町
民
全
体
に
呼
び
か
け

て
増
や
す
考
え
は
な
い
か

一
般
質
問

Q
＆

Ａ
今
後
も
町
民
へ
広
く
呼
び
か
け
、
実
施
し
て
い

き
た
い

町長
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ま
ち
・
ひ
と
・『
Ｍ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｉ
』
創
生
協
議
会
発

足
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
様
々

な
事
業
に
取
り
組
ま
れ
、
新
聞

や
テ
レ
ビ
な
ど
県
内
外
か
ら
注

目
を
集
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
の
成
果
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

町
長　

協
議
会
は
29
年

４
月
に
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
神
川
に
事
務
局
が
設
置

さ
れ
、「
㈱
あ
し
た
の
チ
ー
ム
」

の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設

や
小
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン
、
遠
隔

授
業
の
実
証
実
験
な
ど
地
方
創

生
総
合
戦
略
に
基
づ
く
事
業
の

成
果
が
各
方
面
か
ら
出
つ
つ
あ

る
。
今
後
も
未
来
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
力
強
く
推
進
し
て

い
き
た
い
。

今
年
度
の
視
察
件
数
と

内
容
は
。

町
長　

21
件
71
名
を
受

け
入
れ
た
。
内
容
は
未

来
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概

要
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、

廃
校
利
用
、
ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
。

協
議
会
を
な
く
す
こ
と

は
な
い
か
。

町
長　

協
議
会
を
な
く

す
こ
と
は
な
い
。

今
後
も
未
来
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

力
強
く
推
進
し
て
い
き
た
い

余
暇
を
使
い
な
が
ら
仕
事
を
す
る
と
い
う

勤
務
体
系
を
提
唱
し
、
長
期
滞
在
型
の
利
用

企
業
を
増
や
し
た
い

地方創生

浪瀨 亮祐 議員

ま
ち
・
ひ
と
・『
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
』

創
生
協
議
会
の
取
り
組
み
の
成

果
を
ど
う
考
え
る
か

町長

町長
一
昨
年
か
ら
総
務
省
事

業
で
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
誘
致
の
取
り
組
み
を
行

な
い
、
昨
年
東
京
の
会
社
が
正

式
進
出
し
た
。
31
年
度
は
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
新
し

い
勤
務
形
態
の
候
補
地
と
し
て

企
業
等
を
誘
致
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、今
後
の
進
め
方
は
。

町
長　

31
年
度
は
勤
務

ば
か
り
で
は
な
く
余
暇
を

活
用
し
た
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
新
し
い
勤
務
体
系
を
提

唱
し
、
長
期
滞
在
型
の
利
用
企

業
を
増
や
し
た
い
。

　

本
町
の
豊
か
な
自
然
や
食
な

ど
を
体
験
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を

準
備
し
、
勤
務
も
余
暇
も
充
実

し
て
過
ご
せ
る
こ
と
を
実
証
し

て
結
果
を
社
会
に
示
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

田
代
地
区
へ
の
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
の

考
え
は
な
い
か
。

町
長　

今
ま
で
も
気
候

や
風
景
な
ど
異
な
る
町

内
の
全
域
を
紹
介
し
て
き
た
が
、

今
後
も
企
業
側
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
田
代
地
区
を
含
む
町
内

の
他
の
地
域
も
企
業
に
積
極
的

に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

地方創生

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
の
今
後

の
進
め
方
は

昨年９月に㈱あしたのチームのサテライト
オフィスが設立されました

地方創生の数々のアイディアが生み出されています
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31
年
度
予
算
に
子
ど
も

１
１
０
番
の
家
を
子
ど

も
ト
イ
レ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
と
し
て
利
用

し
、
謝
金
や
物
品
で
お
礼
を
す

る
た
め
の
10
万
円
を
組
ん
で
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
民
家
の
ト

イ
レ
の
使
用
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長　

児
童
が
通
学

途
中
の
民
家
の
ト
イ
レ

を
借
用
し
た
例
は
あ
る
。
そ
の

際
に
粗
相
を
し
た
た
め
、
校
長

が
当
該
の
家
庭
に
謝
罪
し
、
今

後
の
連
携
に
つ
い
て
依
頼
し

た
。
学
校
で
は
下
校
前
に
用
便

を
す
る
こ
と
、
緊
急
時
の
ト
イ

レ
借
用
や
お
礼
の
在
り
方
に
つ

い
て
指
導
し
た
。

子
ど
も
１
１
０
番
の
家

と
、
ト
イ
レ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
と

の
均
衡
性
は
ど
う
か
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
金
品
で
の
お
礼
は
ど

う
な
の
か
。

教
育
長　

１
１
０
番
の

家
を
承
諾
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
ト
イ
レ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
と
し

て
お
願
い
し
た
い
。
金
額
は
妥

当
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。

１
１
０
番
の
家
、
公
的

な
施
設
、
民
家
の
ト
イ

レ
等
を
借
り
た
際
は
保
護
者
が

お
礼
の
電
話
を
す
る
よ
う
な
関

係
が
好
ま
し
い
と
考
え
る
。

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
証
を
取
得
す
る
た
め
、
国
の

補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

川越 裕子 議員

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
承
諾
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
子
ど
も
ト
イ
レ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
と
し
て
お
願

い
し
よ
う
と
考
え
て
い
る

町長

副町長
31
年
度
予
算
で
特
産
品

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

は
農
林
漁
業
・
加
工
業
者
の

経
営
力
向
上
を
目
的
と
し
、
国

の
交
付
金
と
一
般
財
源
を
各
約

５
１
０
万
円
組
ん
で
い
る
。
30

年
度
は
茶
の
輸
出
を
目
的
と

し
、
一
般
財
源
６
０
０
万
円
の

補
正
予
算
を
組
ん
だ
が
、
そ
の

事
業
効
果
は
。

町
長　

気
運
醸
成
の
成

果
は
あ
っ
た
。

生
産
者
や
茶
業
振
興
会

と
十
分
な
話
し
合
い
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
は
。

町
長　

個
々
の
農
家
に

は
役
場
か
ら
連
絡
を
取
っ

た
。

31
年
度
は
手
上
げ
方
式

で
募
集
す
る
か
。

町
長　

事
前
説
明
会
等

で
幅
広
く
町
民
の
方
に
呼

び
か
け
る
。

事
業
に
約
１
千
万
円
か

け
て
効
果
が
得
ら
れ
る

と
思
う
か
。

町
長　

行
政
は
情
報
を

得
や
す
い
状
況
を
つ
く
る

べ
き
で
あ
る
。

国
の
交
付
金
が
付
か
な

い
場
合
は
全
額
一
般
財

源
な
の
か
。

町
長　

そ
の
場
合
は
再

考
す
る
。

事
業
終
了
後
の
支
援
や

助
成
は
。

副
町
長　

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

の
認
証
を
取
得
す
る
た

め
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し

て
進
め
た
い
。

農業振興

特
産
品
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

終
了
後
の
支
援
や
助
成
は

３月４日に特産品ブランディング事業報告
会が開催されました

錦江署管轄の子ども 110
番の家は町内に約43ヶ所
あります

教育行政

子
ど
も
１
１
０
番
の

家
と
子
ど
も
ト
イ
レ

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
均
衡
は
と

れ
て
い
る
か
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昨
年
、
防
災
専
門
監
を

採
用
し
た
が
、
防
災
に

お
け
る
町
の
取
り
組
み
や
計
画

は
ど
う
か
。

町
長　

防
災
の
危
機
管

理
や
災
害
時
の
任
務
に

精
通
し
た
人
材
と
し
て
採
用

し
、
防
災
計
画
・
水
防
計
画
の

改
訂
を
行
な
っ
た
。
自
治
会
等

の
避
難
訓
練
に
も
派
遣
し
、
災

害
発
生
時
の
適
確
な
初
動
体
制

を
構
築
し
た
い
。

高
潮
対
策
に
つ
い
て
、

環
境
に
配
慮
し
地
域
活

性
化
も
図
れ
る
よ
う
な
海
岸
線

に
す
る
た
め
に
今
後
ど
う
考
え

る
か
。町

長　

鳥
浜
海
岸
の
植

栽
や
馬
場
海
岸
の
老
朽

化
対
策
は
引
き
続
き
早
期
完
成

に
向
け
て
県
へ
要
望
す
る
。
美

観
や
景
観
を
尊
重
し
、
海
岸
を

有
効
に
活
用
し
た
い
。

沖
の
離
岸
堤
や
護
岸
の

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
嵩
上

げ
を
国
や
県
に
強
く
要
望
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
事
業
を
活
用

し
て
、
神
之
浜
海
岸
の
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
を
１
０
０
ｍ
程
取
り
除

き
、
階
段
と
砂
浜
を
復
元
し
て

ほ
し
い
。町長　

総
合
振
興
計
画

の
見
直
し
の
中
で
検
討

し
、
国
・
県
へ
の
要
望
に
繋
げ

た
い
。

防災・減災

染川 金治 議員

海
岸
地
区
の
高
潮
対
策
に
つ
い

て
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か

鳥
浜
海
岸
の
植
栽
や
馬
場
海
岸
の

老
朽
化
対
策
は
引
き
続
き
、
早
期
完
成
に

向
け
て
県
へ
要
望
す
る

町長

かつて神之浜海岸の砂浜では祇園祭が行なわ
れ神輿巡業で賑わいました。

●�

特
別
功
労
者
（
議
会
の
運
営

及
び
地
域
の
振
興
発
展
に
特

に
顕
著
な
る
功
労
が
あ
っ
た

者
）
と
し
て
、
水
口　

孝
俊

議
長
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

水
口　
孝
俊　
議
長

●�

町
村
議
会
議
員
と
し
て
、
27

年
以
上
在
職
し
、
功
労
の
あ
っ

た
者
と
し
て
、
右
田　

正
議
員�

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

右
田　
正　
議
員

（
旧
田
代
町
議
員
４
期
・
錦
江
町
議
員
４
期
目
）

●�

町
村
議
会
議
員
と
し
て
、
15

年
以
上
在
職
し
、
功
労
の

あ
っ
た
者
と
し
て
、
次
の
３

名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

小
吉　
昭
弘　
議
員
（
右
）

（
旧
大
根
占
町
議
員
１
期
・
錦
江
町
議
員
４
期
目
）

中
野　
德
義　
議
員
（
中
）

（
旧
大
根
占
町
議
員
１
期
・
錦
江
町
議
員
４
期
目
）

笹
原　
政
夫　
議
員
（
左
）

（
旧
大
根
占
町
議
員
１
期
・
錦
江
町
議
員
４
期
目
）

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

自
治
功
労
者
と
し
て
、
５
名
の
議
員

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
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定例会は、３月４日から20日までの日程で
新年度の予算案などすべての案件を処理し

て終わりました。
　平成の時代は、少子高齢化、人口減少、町村合
併など地方にとっては対応に苦慮する時代でした。
　５月１日から元号も「令和」に改まり、豊かで
穏やかな時代に期待が込められています。
　本町も気分を新たにして、「自助・共助・公助」
のもと、町づくりが進められると思います。私は
４月８日、宿利原小学校の入学式に参列し、感動
を覚えました。全児童10名、新入生１名だけの

入学式でした。
　この１人の子どもが地域の希望の星となり、校
区の宝となった感じでした。１人の子どもが地域
の絆を高め、それを通して活性化が進み、すばら
しい町づくりが実るようさわやかな１日でした。

◆議会報編集委員会
委 員 長　　小吉　昭弘
副委員長　　川越　裕子
委　　員　　馬込　守・右田　正
　　　　　　厚ヶ瀨博文

編 集 委 員 長

厚ヶ瀨 博文

編 集
後 記

表紙を ウ ォッチ

　４月８日、春風が心地よい青空の下、色とりどりの花
で溢れた宿利原小学校で入学式が行なわれ、新１年生の
安田沙來さんが元気よく入場されました。
　１名の入学式ということで、緊張されたかと思います
が、学校の仲間や先生方、地域の方々の温かさに囲まれ
とても明るい笑顔でした。ご入学おめでとうございます。

議会を読もう。

「議会だよりきんこう」は、
3 月、6 月、9 月、12 月
の定例会などの内容をお
知らせします。
ぜひ、皆さんの生活に密接
に関わる議会の活動を知
る時間にしてください。

議会を
見学しよう。

錦江町議会では、皆さん
の傍聴をお待ちしており
ます。
傍聴をご希望の方は、議
会開催日に、本庁３階で
傍聴人受付票に住所、氏
名を記入のうえお入りく
ださい。

傍聴してみませんか
６月定例会は本庁で開催！

６月定例会の会期は、
６月14日から25日
一般質問は、６月16日㈰の予定です。

役場本庁３階の議場へ
傍聴においでください。
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